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では美術館の建設事情をミュンヘ ンに見てみよう。 ミュンヘ ンは ドイッでは「美術の都J
(Kunststadt)として知られる都市である。この地にあるアルテ・ピナコテーク (古絵画館)は,元
来,芸術に対する熱愛からこの地を芸術に溢れる都市たらしめようとしたバイエルン国王ルー トヴ
鳥取大学教育地域科学部紀要 教育・人文科学 第5巻 第1号








































'ボー デ (1845‐1929)であった。法学から美術史へと転 じた彼は「美術館のビスマルク」と言わ
れ,美術館経営の全般にわたつて辣腕をふるった。第2次大戦後の東西分割時には東ベルリンに位























(1)美術史学の歩みに関 しては,ウー ド・クル ターマ ン著 『美術史学の歴史』 (勝 國興・高阪
一治訳,中央公論美術 出版,1996),なかで も第 9章「ルーモール と美術史学のベル リン学派J
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1978,S15i邦訳は,ヘルバー ト・フォン・アイネム著『ドイツ近代絵画史―古典主義から
ロマン主義ヘー』 (ネ申林恒道・武藤三千夫訳,岩崎美術社,1985),9‐H tt。
(5)美術 ア カ デ ミー に つ い て は,Nikolaus Pcvsncr,々αttμね げ 力 洗P,Sr αガ Prι∫初r,Ncw Yol・lc 1973
(邦訳はN・ペヴスナ 『ー美術アカデミーの歴史』中森義宗・内藤秀雄訳,中央大学出版部,
1974)
(6)アルテ ・ ピナ コテ ー クにつ い て は,次の研 究書 が あ る。Peter Bёttger,D,9ガセ P,ηαわ力θた,η
′ケイカ/Tc力θヵ,Miinchcn 1972
(7)原田直次郎については,別のところで述べたことがある。拙稿「《靴屋の阿爺》―原田直次
郎とドイツ19世紀末絵画」,鳥取大学教育地域科学部紀要 (教育 。人文科学)第3巻第 1
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た もの に,次の ものが あ る。Иttc力ηθr Maルr,糊′9カ/2/・んク″施汀,BmclQlaalans Lcxikon dcr
Miinchncr Kunst,4Bdc, 1981‐1983
(8)「退廃美術」展については,次のものを挙げておく。Petcr‐Klaus Schustcr(HrSg von)ラDセ
<Kar∫々恋励 >豚,ヵθ力ιη′9」え FVpttοηαみοz,α′ね躍″∫ιザη′<五物勉rルサθ KDrヵ∫ど>,Munchcn 1987,「芸 術 の
危機一ヒトラーと《退廃美術》J展(1995年,神奈川県立近代美術館等で開催)図録。






von Bodc,Mciη Lθうθη,Bcrlin 1930.Manfrcd Ohlscn,″7肋9カηッοηβοプθ z14jねじ/PθヵてρJsθ′胞αθ力√Drη″
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